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■投資信託説明書（交付目論見書）のご請求、お申込みは ■設定、運用は

●当ファンドは、主としてマザーファンド受益証券への投資を通じて海外の株式などの値動きのある有価証券に投資しますので、基準価額は変動します。また、外貨建資産に投資しますので為替の変動に
より、基準価額は変動します。従って、投資者の皆さまの投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元金を割り込むことがありますす。本資料は、スパークス・アセッ。本資料は、スパークス・アセッ。本資料は、スパークス・アセット・
マネジメントが作成した販売用資料であり、法令に基づく開示書類ではありません。

●当ファンドは、一般社団法人投資信託協会「投資信託等の運用に関する規則」第17条の3「信用リスク集中回避のための投資制限の例外」第1項第3号を適用して特化型運用を行います。そのため、
一般のファンドにおいては、一の者に係るエクスポージャーの投資信託財産の純資産総額に対する比率として10％を上限として運用を行うところを、当ファンドにおいては、35％を上限として運用を行いますす

●当ファンドは、主としてマザーファンド受益証券への投資を通じて海外の株式などの値動きのある有価証券に投資しますので、基準価額は変動します。また、外貨建資産に投資しますので為替の変動に
より、基準価額は変動します。従って、投資者の皆さまの投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元金を割り込むことがあります。本資料は、スパークス・アセット・
マネジメントが作成した販売用資料であり、法令に基づく開示書類ではありません。

●当ファンドは、一般社団法人投資信託協会「投資信託等の運用に関する規則」第17条の3「信用リスク集中回避のための投資制限の例外」第1項第3号を適用して特化型運用を行います。そのため、
一般のファンドにおいては、一の者に係るエクスポージャーの投資信託財産の純資産総額に対する比率として10％を上限として運用を行うところを、当ファンドにおいては、35％を上限として運用を行います。
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本資料の最後に付記しております免責事項を必ずお読み下さい。

当ファンドの特徴

1. 当ファンドは、マザーファンド受益証券を通じて、アジア（日本を除く）の
新・国際優良企業に投資します。
▪ 強固なビジネスモデルから長期的、安定的にキャッシュフローを生み出し、今後、世界的に

評価される可能性の高いアジア企業を中心に投資します。
▪ 当ファンドの参考指数である「MSCI AC Asia ex Japan Index（円ベース）＊」の採用国及

び地域の株式を中心に実質的に投資します。ただし、参考指数への追従を意図した運用は
行いません。当ファンドの主要投資対象国は中国、香港、台湾、韓国、マレーシア、フィリピ
ン、シンガポール、タイ、インド、インドネシアなどです。
※ 投資対象国の制度等により、上記投資対象国の株式へ投資ができない場合があります。

※ 日本を除くアジア地域に本社のある企業でアジア地域以外の上場株式も投資対象に含まれます。

※ 全ての採用国及び地域に投資するとは限りません。また、主要投資対象国は今後変更される場合があります。

＊ 「MSCI AC Asia ex Japan Index（円ベース）」は、MSCI Inc.が発表しているMSCI AC Asia ex Japan Index（米ドルベース）をもとに委託会社が円換算した
ものです。また、MSCI AC Asia ex Japan Indexに関する著作権、知的財産権その他一切の権利はMSCI Inc.に帰属します。またMSCI Inc.は、同指数の内
容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。MSCI Inc.は、当ファンドの運用成果等に関して一切責任を負うものではありません。

2. 厳選投資します。
▪ ベンチマークは設けず、30銘柄程度に厳選投資を行います。 （特化型）

※ 当ファンドは、ベンチマーク等を意識せず、弊社独自の調査活動を通じて厳選した少数の投資銘柄群に絞り込んで集中投資することとしているため、個別
銘柄への投資において、当ファンドの純資産総額に対して実質的に10％を超えて投資することが想定されています。そのため、集中投資を行った投資銘
柄において経営破綻や経営・財務状況の悪化などが生じた場合には、大きな損失が発生することがあります。

3. 長期投資します。
▪ 原則として短期的な売買は行わず、長期保有することを基本とします。

※ 実質的な組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。
※ 市場動向やファンドの資金動向等によっては、前述のような運用ができない場合があります。

出所： スパークス・アセット・マネジメント 2



本資料の最後に付記しております免責事項を必ずお読み下さい。

当ファンドの投資対象

▶ 当ファンドは、成長著しいアジア市場で強固なビジネスモデルを持ち、品質の向上とブランド
認知により今後グローバルで高いシェアを獲得する可能性の高い「新・国際優良企業」に投
資いたします。

出所： スパークス・アセット・マネジメント

アジアの「新・国際優良企業」とは

① 強固なビジネスモデル
長期的、安定的なキャッシュフロー

② アジアでの圧倒的な成長
需要の拡大と高度化

③ 品質の向上とブランド認知
アジア水準から世界水準へ
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本資料の最後に付記しております免責事項を必ずお読み下さい。

▶ 主に「消費拡大」「インフラ需要の増大」「革新的テクノロジー」を投資機会として、アジア市場

のダイナミックな成長を捉えます。

アジア市場での投資機会

出所： スパークス・アセット・マネジメント

革新的テクノロジー
自動化
AI・IoT

環境技術など

インフラ需要の増大
公共インフラ

（電気、上下水道、交通など）
社会インフラ

（病院、学校など）

消費拡大
中間所得層の拡大

ライフスタイルの多様化
サービス消費の増大

4



本資料の最後に付記しております免責事項を必ずお読み下さい。

投資の考え方（イメージ）

※ 上記は当ファンドの投資戦略の理解を深めていただくためのイメージ図です。全てのケースに当てはまるものではなく、当ファンドの将来の結果をお約束するものではありません。
出所： スパークス・アセット・マネジメント

株価が企業の実態価値を大きく上回った場合やビジネスモデルが根底から崩れたと判断した場合は売却を致します。

企業の実態価値

① 持続的に成長を続ける企業

② 企業の実態価値よりも株価が割安（バリュー・ギャップ）

③ 株価が企業価値に収れん

④企業の実態価値が
拡大している限り長期保有

株価

投資

▶ 魅力的なビジネスと卓越した経営陣をあわせ持つ企業を割安な価格で買い長期保有します。
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本資料の最後に付記しております免責事項を必ずお読み下さい。

▶ ウォーレン･バフェット氏が投資するバークシャー・ハサウェイ社は、経営において株主資本
の成長を重視しています。同社の長期で安定したＲＯＥ（株主資本利益率）が株主資本の
拡大をもたらし、長期的な同社株の投資リターンに結びついています。

（ご参考）株主資本と株価の関係

※ 数値は1964年を1として指数化しています。
※ 上記はあくまでも長期の安定したＲＯＥがもたらす株主資本の増加の効果についてご説明するための資料であり、特定の有価証券等を推奨および将来の成果をお約束するものではありません。
※ バークシャー・ハサウェイ社は当ファンドの投資対象ではございません。
出所： 「Berkshire Hathaway Annual report」をもとにスパークス・アセット・マネジメント作成（1965年～2015年）

バークシャー・ハサウェイ社の株主資本の推移 バークシャー・ハサウェイ社とＳ＆Ｐ５００（配当込み）の株価推移
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本資料の最後に付記しております免責事項を必ずお読み下さい。

▶ 『利益÷株主資本』が株主資本利益率（ＲＯＥ）です。つまり、ＲＯＥは株主資本に対して積み
上がる利益のスピードを意味しています。株主へのリターンは、資本から生み出される利益
であることから、ＲＯＥの高い企業に長期的に投資することが株式投資の王道と考えます。

株主資本の積み上がりに投資する

※ 上図は利益を全て内部留保したと仮定して計算しています。
※ 上記はイメージ図であり、全てのケースに当てはまるものではなく、将来の成果を示唆あるいは保証するものではありません。
出所： スパークス・アセット・マネジメント

貸借対照表（Ｂ／Ｓ）における利益と株主資本の関係（イメージ図）
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本資料の最後に付記しております免責事項を必ずお読み下さい。

▶ 株主資本の拡大速度は、ＲＯＥの水準によって決まります。つまり高ＲＯＥの優良企業へ
投資することが重要です。

優良企業へ投資する

一定水準のＲＯＥが１０年間継続した場合の株主資本の推移（イメージ図）

ROE１５％が１０年間継続した場合 ＲＯＥ８％が１０年間継続した場合

（※0年目を100として指数化） （※0年目を100として指数化）

405

100

216

100

（年目） （年目）

※ 上図は利益を全て内部留保したと仮定して計算しています。
※ 上記はイメージ図であり、全てのケースに当てはまるものではなく、将来の成果を示唆あるいは保証するものではありません。
出所： スパークス・アセット・マネジメント 8



本資料の最後に付記しております免責事項を必ずお読み下さい。

投資哲学

▶ 創業以来一貫した投資哲学

「マクロはミクロの集積である」
“Macro is the Aggregate of Micro”

徹底した現場リサーチ重視

▶ 忘れてはならない規律

▪ 短期的な収益にまどわされず、長期的な収益を得るための“冷静さ”と“忍耐力”を持つ

▪ 緻密な企業分析と“深い洞察力”に基づいて、“真に”魅力的なビジネスを見極める

▪ 熟知している分野をしっかり定義し、わからないことには決して投資しない

出所： スパークス・アセット・マネジメント 9



本資料の最後に付記しております免責事項を必ずお読み下さい。

企業調査の着眼点

▶ 個別企業の調査・分析に基づいた投資判断

企業収益の質
▪ ビジネスモデルがシンプルで理解しやすいこと

▪ 短期的な景気動向に左右されずに安定してキャッシュフローを
生み出していること

▪ 平均以上のＲＯＥ（株主資本利益率）と安定した利益成長

▬ 参入障壁が高く、本質的に安全なビジネス

▬ 負債が少なくバランス・シートが健全

市場成長性
▪ アジア地域の成長を享受出来ること

（人口動態、経済発展、技術革新）

経営戦略
▪ 有能で株主利益（資本効率）を理解した経営陣

出所： スパークス・アセット・マネジメント 10



本資料の最後に付記しております免責事項を必ずお読み下さい。

厳選投資とは

▶ 当ファンドは、過度な分散はせず、徹底的に調査をした確信度の高い銘柄に厳選して

投資します。

分散投資
ベンチマークを意識しながら多数の銘柄に投資

厳選投資
確信度の高い銘柄に厳選して投資

市場平均と大きく変わらないリターン特性になる傾向がある 市場平均と異なるリターン特性になる傾向がある

一般的なアクティブ・ファンド 当ファンド

※ 上記は当ファンドの投資戦略の理解を深めていただくためのイメージ図です。全てのケースに当てはまるものではなく、当ファンドの将来の結果をお約束するものではありません。
出所： スパークス・アセット・マネジメント

厳選投資は、運用者の能力が大きく問われます。
企業調査能力を最大限に発揮し、“厳選投資”のポートフォリオを構築します。

11



本資料の最後に付記しております免責事項を必ずお読み下さい。

▶ 当ファンドは、徹底的に調査した銘柄を厳選して投資することでリスクの低減をはかります。

一般的な
アクティブ・ファンド

厳選投資

投資先を
分散

調査内容が深い

調査内容が浅い

投資先を
厳選

リスクに対する考え方（イメージ）

※ 上記は当ファンドの投資戦略の理解を深めていただくためのイメージ図です。全てのケースに当てはまるものではなく、当ファンドの将来の結果をお約束するものではありません。
出所： スパークス・アセット・マネジメント

ウォーレン・バフェットの格言
『リスクは自分のやっていることを理解していないことから生まれる』

開示書類・適時開示

アニュアルレポート

企業訪問

企業ホームページ

企業や経営者に関する書物

12



本資料の最後に付記しております免責事項を必ずお読み下さい。

新・国際優良企業の代表例①（消費の拡大）

Tencent Holdings Ltd.（テンセント・ホールディングス／香港）
中国、米国、欧州などのユーザーにインターネット及びモバイル付加価値サービス（VAS)、オンライン広告サービス、

電子商取引サービスを提供する投資持株会社。

▶ 一株あたりの株主資本の額は0.4香港ドル（2006年12月）から15.4香港ドル（2015年12月）へ約38倍に拡大、

株価は同期間に約28倍上昇

▶ 時価総額は1,850億ドル（2015年12月31日現在）

13

一株あたりの株主資本の推移
2006年12月～2015年12月

株価の推移
2006年12月～2015年12月

約38倍 約28倍

（年） （年）

（香港ドル）（香港ドル）

※ 上記は実際の組入れを示唆するものではなく、過去の実績等は資料作成時点のものであり将来を保証するものではありません。また特定の有価証券等を推奨しているものではありません。

出所： Factsetよりスパークス・アセット・マネジメント作成



本資料の最後に付記しております免責事項を必ずお読み下さい。

新・国際優良企業の代表例②（消費の拡大）

Universal Robina Corporation（ユニバーサルロビナ／フィリピン）
消費者向けブランド食品の製造、マーケティング、販売を展開する食品メーカー。主な製品・事業はスナック菓子、清涼飲料水、

カップ麺、養豚、養鶏、飼料、トウモロコシ製品、動物用医薬品が中心。高いシェアと安定的な成長とキャッシュフローを創出。

▶ 一株あたりの株主資本の額は14.1フィリピンペソ（2006年12月）から30.5フィリピンペソ（2015年12月）へ

約2倍に拡大、株価は同期間に約10倍上昇

▶ 時価総額は78億ドル（2015年12月31日現在）

約２倍 約10倍

（年） （年）

一株あたりの株主資本の推移
2006年12月～2015年12月

株価の推移
2006年12月～2015年12月

（フィリピンペソ） （フィリピンペソ）

14
※ 上記は実際の組入れを示唆するものではなく、過去の実績等は資料作成時点のものであり将来を保証するものではありません。また特定の有価証券等を推奨しているものではありません。

出所： Factsetよりスパークス・アセット・マネジメント作成



本資料の最後に付記しております免責事項を必ずお読み下さい。

新・国際優良企業の代表例③（インフラ需要の拡大）

Airports of Thailand Public Company Ltd.（タイ空港公社／タイ）
ドンムアン空港及びスワンナプーム国際空港を運営する航空開発・管理会社。チェンマイ、チェンライ、

ハッチャイ、プーケットで地方空港の運営も手掛ける。長期的に安定的なキャッシュフローを創出。

▶ 一株あたりの株主資本の額は49.4タイバーツ（2006年12月）から78.4タイバーツ（2015年12月）へ

約1.6倍に拡大、株価は同期間に約6倍上昇

▶ 時価総額は157億ドル（2015年12月31日現在）

一株あたりの株主資本の推移
2006年12月～2015年12月

株価の推移
2006年12月～2015年12月

約1.6倍
約６倍

（年） （年）

（タイバーツ） （タイバーツ）

15
※ 上記は実際の組入れを示唆するものではなく、過去の実績等は資料作成時点のものであり将来を保証するものではありません。また特定の有価証券等を推奨しているものではありません。

出所： Factsetよりスパークス・アセット・マネジメント作成



本資料の最後に付記しております免責事項を必ずお読み下さい。

新・国際優良企業の代表例④（インフラ需要の拡大）

Bumi Serpong Damai Pt.（ブミ・スルポン・ダマイ／インドネシア）
住宅インフラ、商業、工業用不動産、ゴルフ場、インフラ公共施設などを展開する不動産開発会社。

▶ 一株あたりの株主資本の額は1.3インドネシアルピア（2006年12月）から8.5インドネシアルピア

（2015年12月）へ約7倍に拡大、株価は同期間に約9倍上昇

▶ 時価総額は25億ドル（2015年12月31日現在）

約７倍
約９倍

（年）（年）

一株あたりの株主資本の推移
2006年12月～2015年12月

株価の推移
2006年12月～2015年12月

（インドネシアルピア） （インドネシアルピア）

16
※ 上記は実際の組入れを示唆するものではなく、過去の実績等は資料作成時点のものであり将来を保証するものではありません。また特定の有価証券等を推奨しているものではありません。

出所： Factsetよりスパークス・アセット・マネジメント作成



本資料の最後に付記しております免責事項を必ずお読み下さい。

パフォーマンス・シミュレーション（ご参考）

出所： スパークス・アセット・マネジメント（2017年2月末現在）

下表は、SPARXグループのスパークス・アジア・インベストメント・アドバイザーズ・リミテッドが投資助言を行い、アジア・中東・オセアニア地域に投資する
ケイマン籍ファンドのポートフォリオを元に、アジアポジションのみを抽出して作成したシミュレーション（円ベース）であり、報酬等は控除されておりません。
当ファンドの将来の運用結果を保証もしくは示唆するものではありません。

※当初設定日（シミュレーション開始日）：2007年11月30日
※年率リターン：1年間あたりの収益率
※年率リスク：1年間あたりの収益率の散らばり具合

※ 2007年11月30日（当初設定日（シミュレーション開始日） ）を10,000として指数化しています。
※ MSCI AC Asia ex Japan(円ベース）は当シミュレーションのベンチマークではありません。

（2007年11月30日（当初設定日（シミュレーション開始日） ）～2017年2月28日）

0

2,500

5,000

7,500

10,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

投資差異（右軸）

シミュレーション（円ベース）（左軸）

MSCI AC Asia ex Japan（円ベース）（左軸）

シミュレーション
MSCI AC Asia

ex Japan（円ベース）

1ヶ月間 2.32% 2.76%

3ヶ月間 3.70% 5.68%

6ヶ月間 10.17% 13.19%

1年間 16.34% 25.78%

3年間 19.83% 23.80%

設定来 67.94% 16.99%
年率

リターン 5.76% 1.71%

年率リスク 20.69% 25.45%
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本資料の最後に付記しております免責事項を必ずお読み下さい。

投資プロセス

① 企業訪問や調査活動を通じて、投資仮説
や投資アイデアを検討
投資仮説・投資アイデア（インフラ需要、消費拡大、革新的テク
ノロジーなど）、流動性を配慮し調査対象銘柄の絞り込み。企
業訪問による調査。決算書類（有価証券報告書、決算短信）、
アニュアルレポート、プレスリリース、経営者の書物など、あら
ゆる関係書類・書物を徹底的に調査。

② ３つの着眼点から企業の実態価値を計測
経営者との面談等を通じたボトムアップ・リサーチにより、3つ
の着眼点（企業収益の質、市場成長性、経営戦略）から、経営
者の哲学や企業経営に関する考え方などを徹底的に調査。

③ 実態価値と市場価値（株価）の差、
バリュー・ギャップを計測
過去の株主資本の成長の実績などから、将来の株主資本の
積み上がりを予測し、株価水準を勘案し投資決定。

※ 当ファンドの主要投資対象国及び地域の公開株式社数
出所： スパークス・アセット・マネジメント（2017年2月末現在） 18



モデル・ポートフォリオ
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本資料の最後に付記しております免責事項を必ずお読み下さい。

モデル・ポートフォリオ（ご参考）

出所： スパークス・アセット・マネジメント（2017年2月末現在）

【組入予定上位10銘柄】

※上記各比率はキャッシュを含む全ポートフォリオに対する比率です。
※当モデル・ポートフォリオは、2017年5月26日設定予定である当ファンドの運用に関するイメージをつかんでいただくための想定ポートフォリであり、

実際の組入れを示唆するものではありません。また特定の有価証券等を推奨しているものではありません。
※運用開始後の状況については、適時開示資料でご確認下さい。

《組入予定銘柄数：31銘柄》

銘柄名 国
組入比率

（％）

1
AIA Group Limited

AIAグループ
香港 7.0

2
Taiwan Semiconductor Manufacturing Co., Ltd.

台湾セミコンダクター・マニュファクチャリング・カンパニー
台湾 7.0

3
Tencent Holdings Ltd.

テンセント・ホールディングス
香港 7.0

4
Power Assets Holdings Limited

パワーアセッツ・ホールディングス
香港 5.0

5
Jardine Matheson Holdings Limited

ジャーディン・マセソン・ホールディングス
香港 4.0

6
Guangdong Investment Limited

カントン・インベストメント
中国 4.0

7
Samsung Electronics Co., Ltd.

サムスン電子
韓国 4.0

8
President Chain Store Corp

プレジデント・チェーン・ストア
台湾 4.0

9
Airports of Thailand Public Co. Ltd.

タイ空港公社
タイ 3.5

10
Global Logistic Properties Limited

グローバル・ロジスティック・プロパティーズ
シンガポール 3.5

業種

金融／保険

情報技術／半導体・半導体製造装置

情報技術／インターネットソフト

資本財・サービス／運送インフラ

金融／不動産管理・開発

公益事業／電力

資本財・サービス／コングロマリット

公益事業／水道

情報技術／電子機器・ネットワークシステム

小売／食品・生活必需品
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本資料の最後に付記しております免責事項を必ずお読み下さい。

大型株 50億米ドル以上 77%

中型株 15～50億米ドル 23%

小型株 15億米ドル以下 0%

モデル・ポートフォリオ（ご参考）

【規模別構成比】

【業種別構成比上位5業種】 【国別構成比】

【ポートフォリオ特性】

今期PER 17.7倍

実績PBR 2.5倍

今期ROE 19.7%

今期配当利回り 2.5%

※上記各比率はキャッシュを含む全ポートフォリオに対する比率です。
※当モデル・ポートフォリオは、2017年5月26日設定予定である当ファンドの運用に関するイメージをつかんでいただくための想定ポートフォリであり、

実際の組入れを示唆するものではありません。また特定の有価証券等を推奨しているものではありません。
※運用開始後の状況については、適時開示資料でご確認下さい。

出所： スパークス・アセット・マネジメント（2017年2月末現在） 21



本資料の最後に付記しております免責事項を必ずお読み下さい。

投資対象銘柄のご紹介

Taiwan Semiconductor Manufacturing Co., Ltd.

台湾セミコンダクター・マニュファクチャリング・カンパニー

（台湾／情報技術）

技術、規模、そして研究開発において世界のリーディング半導体会社。家庭
用電化製品（スマートフォン、自動車用製品、IoTなど）の需要の急増により恩
恵を受ける。強固なバランスシート、高い利益率とROE、安定したキャッシュフ
ロー、優れた経営陣を有している。

AIA Group Limited

AIAグループ
（香港／金融）

香港本社（発祥は上海）でアジア太平洋17の市場で展開する生命保険会社
（香港、シンガポール、タイ、マレーシアでは独占的）。優れた代理店網と業界
の中でも高い生産性を持つ。引き受けと投資が保守的でよく管理されており、
銀行窓販の活用による拡大が期待されている。所得水準の向上と生命保険
の浸透拡大により恩恵を受ける。

Power Assets Holdings Limited

パワーアセッツ・ホールディングス
（香港／公益事業）

香港上場の長江集団のグループ会社。電力供給、発送電、再生可能エネル
ギー、ガス供給などを香港、中国、タイ、オーストラリア、ニュージーランド、英
国、カナダで展開している。競争がほとんどなく独占的であり、参入障壁が高
く、安定した収益力を持つ。経営陣の実績も高く評価。過去の資産の売却によ
り豊富な現金を持ち、M&Aや特別配当などの機会もうかがえる。

※上記銘柄は、2017年5月26日設定予定である当ファンドの運用に関するイメージをつかんでいただくための参考事例であり、実際の組入れを示唆するものではありません。
また特定の有価証券等を推奨しているものではありません。運用開始後の状況については、適時開示資料でご確認下さい。

Jardine Matheson Holdings Limited

ジャーディン・マセソン・ホールディングス
（香港／資本財・サービス）

香港にヘッドオフィスを置くイギリス系企業グループの持株会社。創設から170
年たった今日でも、アジアを基盤に世界最大級の国際コングロマリットとして
影響力を持っている。前身は東インド会社。香港/中国、アセアン地域に亘っ
て、小売、自動車、不動産、ホテル飲食、貿易、物流、投資などの多岐にわた
る分野でビジネスを展開。小売業では、セブンイレブン、イケア、スターバック
スなどを香港で運営している。
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本資料の最後に付記しております免責事項を必ずお読み下さい。

Guangdong Investment Limited

カントン・インベストメント
（中国／公益事業）

中国と香港で、上下水道、発電、その他インフラ、ショッピングモールの所有・
投資・開発、ホテル運営、百貨店運営、金融サービスなどを手がけている。
2030年までの香港における原水供給の独占的権利を持っているため最低限
の収益が確保されている。さらに中国のシンセン（深圳）とトウカン（東莞）への
水道供給が、強固なキャッシュカウビジネスとなっている。健全なキャッシュフ
ローとバランスシートにより下水道ビジネスへ参入、成長セクターとなっている。

Samsung Electronics Co., Ltd.

サムスン電子
（韓国／情報技術）

世界最大級の家電メーカー。家電、IT&モバイル、電子部品（半導体、ディスプ
レー、メモリー)が3大メイン事業。高いブランド力、高度な技術、強い販売網を
有し、3分野ともにトップクラスの地位を確立。スマートフォンでは全ての価格
帯でトップシェア。半導体、ディスプレー事業も高成長、スマートフォンのスク
リーンの有機発光ダイオードの高い技術力が、競争優勢をもたらす。最近の
米国のM&Aによりカーエレクトロニクス事業の成長牽引も。潤沢なキャッシュ
フローと財務基盤で配当自社株買いを積極推進。

President Chain Store Corp

プレジデント･チェーンストア
（台湾／小売）

台湾の小売、流通のコングロマリット。コンビニエンスス トアのセブンイレブン
を台湾全土に有する。また、コーヒーショップのスターバックスやアイスクリー
ムショップのコールドストーンなども展開。その他、小売、物流、流通情報シス
テムなどの業務も手掛ける。

※上記銘柄は、2017年5月26日設定予定である当ファンドの運用に関するイメージをつかんでいただくための参考事例であり、実際の組入れを示唆するものではありません。
また特定の有価証券等を推奨しているものではありません。運用開始後の状況については、適時開示資料でご確認下さい。

Global Logistic Properties Limited

グローバル・ロジスティック・プロパティーズ
（シンガポール／金融）

中国、日本、ブラジル、米国などで近代的物流施設を展開するトップ企業のひ
とつ。物流施設の乏しい中国やブラジルからの需要が旺盛で、eコマースの増
加がさらに需要を増大させている。また、米国や日本では安定成長を継続。
物流施設のリサイクルや投資を行うファンド・マネジメントビジネスも成長して
いる。先進国と新興国の両方にエクスポージャーを持ち、バランスの取れたビ
ジネスを展開している。

投資対象銘柄のご紹介
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本資料の最後に付記しております免責事項を必ずお読み下さい。

▶ 当ファンドは、ファミリーファンド方式※により、日本を除くアジア地域の株式等へ実質的に
投資を行います。
当ファンドが投資を行うマザーファンドについては、スパークス・アジア・インベストメント・アドバイザーズ・リミテッドのアジア株式運用
チームの投資助言を受け、当社のファンド・マネージャーが投資判断いたします。
※ ファミリーファンド方式：投資者の皆さまからお預かりした資金（ベビーファンド）をマザーファンドに投資し、実質的な運用をマザーファンドにて行う仕組みです。

当ファンドの仕組み

※ スパークス・アジア・インベストメント・アドバイザーズ・リミテッドは香港を本拠地とするSPARXグループの一員でありアジア地域への投資やオルタナティブ投資を強みとする投資助言会社です。
※ 運用はスパークス・アセット・マネジメント株式会社が行います。
出所： スパークス・アセット・マネジメント

助言

マザーファンドへの投資助言会社
スパークス・アジア・インベストメント・アドバイザーズ・リミテッド※

スパークス・新・国際優良
アジア株ファンド

愛称：アジア厳選投資
（ベビーファンド）

日本を除く
アジア地域の

株式等
受益者

お申込金

分配金、償還金
一部解約代金等

投資

損益

スパークス・アジア厳選投資
マザーファンド

（マザーファンド）

投資

損益

実質的な組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。
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創業者略歴

阿部 修平

スパークス・グループ株式会社 代表取締役社長、グループＣＩＯ

スパークス・アセット・マネジメント株式会社 代表取締役社長

1954年 札幌生まれ。

1978年 上智大学経済学部卒業。

1980年 バブソンカレッジでＭＢＡ取得。帰国後、株式会社野村総合研究所に入社。

企業調査アナリストとして、日本企業の調査業務に従事。

1982年 ノムラ・セキュリティーズ・インターナショナル（ニューヨーク）に出向。

1985年 アベ・キャピタル・リサーチを設立（ニューヨーク）。ジョージ・ソロス率いるクウォ

ンタム・ファンドなど、欧米資金による日本株式の投資運用・助言業務を行うとと

もに、欧米の個人資産家の資産運用を行う。

1989年 帰国後、スパークス投資顧問（現スパークス・グループ株式会社）を設立、代表

取締役社長に就任（現任）。

2005年 ハーバード大学ビジネススクールでＡＭＰ取得。

2012年 国際協力銀行リスク・アドバイザリー委員会委員就任（現任）。
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●創業 1989年7月

●資本金 85億7,500万円 (2016年3月末現在）

●役職員数 153名※1,2

●代表取締役社長 阿部　修平

●運用資産残高 約9,657億円※3（2017年2月末速報値）

日本株式の運用会社（当ファンドの委託会社） アジア株式の運用会社

●設立 2006年4月 ●設立 2002年4月（ケイマン諸島）

●資本金 25億円 （2016年3月末日現在） ●主要拠点 香港

●役職員数 96名※1 ●役職員数 19名※1,2

韓国株式の運用会社

●設立 1999年6月（韓国、ソウル） 

●役職員数 33名※1

一貫した投資哲学と運用プロセスを実践する独立系運用会社です。
スパークスは1989年の創業以来、「マクロはミクロの集積である」という投資哲学の下ボトムアップ・リサーチを行っております。ス
パークス・グループ株式会社はJASDAQ市場（銘柄コード：8739）に2001年12月に運用会社として、初めて上場致しました。

スパークス・アセット・マネジメント株式会社 スパークス・アジア・キャピタル・マネジメント・リミテッド

スパークス・アセット・マネジメント・コリア

スパークス・グループ株式会社

ＳＰＡＲＸグループの主要な組織と概要

※１ 役職員数は2017年2月28日現在
※２ 関係会社において兼職している役職員数の調整後の数値
※３ スパークス・アセット・マネジメント、SPARX Asia Investment Advisors 、SPARX Asset Management Korea Co., Ltd.及びSPARX Asset Trust & Managementの運用資産残高の総額
出所： スパークス・アセット・マネジメント

日本・香港・韓国の運用会社が一体となり、
日本含むアジア株式の調査、投資活動を行っております。

スパークスの運用調査プラットフォーム

韓国の運用調査拠点
インベストメント

プロフェッショナル
10名

日本の運用調査拠点
インベストメント

プロフェッショナル
18名

香港の運用調査拠点
インベストメント

プロフェッショナル
6名
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最優秀運用会社（株式部門）４年連続受賞

▶ スパークス・アセット・マネジメント株式会社
▪ トムソン・ロイター選定による「トムソン・ロイター リッパー・ファンド・アワード・ジャパン２０１７」にお

いて、４年連続で「最優秀運用会社（株式部門）」を受賞いたしました。株式部門での４年連続の受
賞は、世界新記録※です。

｢トムソン・ロイター リッパー・ファンド・アワード・ジャパン ２０１７｣は、世界各都市で開催している｢Thomson Reuters Lipper Fund Awards｣プログラムの一環として行われ、日本において販
売登録されている国内および外国籍ファンドを対象に、優れたファンドとその運用会社を選定し、表彰するものです。 選定/評価に際しては、トムソン・ロイター リッパー独自の投資信託評
価システム｢リッパー・リーダー・レーティング・システム (トムソン・ロイター リッパー・リーダーズ、Thomson Reuters Lipper Leaders)｣の中の｢コンシスタントリターン(収益一貫性)｣を用いて
います。
トムソン・ロイター リッパー・ファンド・アワードの評価の基となるトムソン・ロイター リッパー・リーダーズのファンドに関する情報は、投資信託の売買を推奨するものではありません。トム
ソン・ロイター リッパー・リーダーズが分析しているのは過去のファンドのパフォーマンスであり、過去のパフォーマンスは将来の結果を保証するものではないことにご留意ください。評価
結果は、リッパーが信頼できると判断した出所からのデータおよび情報に基づいていますが、その正確性、完全性等について保証するものではありません。

※４年連続受賞の世界新記録を達成したのは、スパークスを含め世界の運用会社で２社のみ。
※当表彰は評価期間を３年間として、対象運用会社の該当ファンドすべてについて、上記「コンシスタント・リターン（収益一貫性）」を基にした評価を行い、運用会社ごとの該当ファンド平

均値にてランキングし、最優秀運用会社を選定致します。
※当表彰は、スパークス・アセット・マネジメント株式会社が受賞したアワードであり、当ファンドの受賞ではございません。
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本資料の最後に付記しております免責事項を必ずお読み下さい。

主な投資リスク／その他の留意事項

出所： スパークス・アセット・マネジメント

基準価額の変動要因
当ファンドは、主としてマザーファンド受益証券への投資を通じて海外の株式などの値動きのある有価証券に投資
しますので、基準価額は変動します。また、外貨建資産に投資しますので為替の変動により、基準価額は変動しま
す。従って、投資者の皆さまの投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資
元金を割り込むことがあります。ファンドの運用による損益はすべて投資者の皆さまに帰属します。また、投資信託
は預貯金と異なります。なお、ファンドが有する主なリスクは、以下の通りです。

価格変動リスク
当ファンドは、実質的に海外の株式などを主要な投資対象としますので、当ファンドへの投資には、株式投資にか
かる価格変動等の様々なリスクが伴うことになります。当ファンドに組入れられる株式の価格は短期的または長期
的に下落していく可能性があり、これらの価格変動または流動性に予想外の変動があった場合、重大な損失が生
じる場合があります。

新興国市場への投資リスク
当ファンドは、実質的に新興国市場への投資を行います。新興国市場への投資は先進国への投資と比較して価格
変動、流動性、為替変動、政治要因等のリスクが高いと考えられています。また、情報の開示などの基準が先進国
とは異なることから投資判断に際して正確な情報を十分に確保できない場合があります。国有化、資産の収用、あ
るいは通貨の回金の制限等により、かかる国への投資はリスクを増大させることがあり、その結果、重大な損失が
生じる場合があります。

為替変動リスク
当ファンドは原則として為替ヘッジを行いませんので、投資対象国の通貨と日本円との間の為替変動の影響を受け
ます。外国為替相場の変動により投資を行う投資対象国の通貨建て資産の価格が変動し、これにより基準価額が
変動し、損失を生じる場合があります。

集中投資のリスク
当ファンドは、分散投資を行う一般的な投資信託とは異なり、銘柄を絞り込んだ運用を行うため、市場動向にかか
わらず基準価額の変動は非常に大きくなる可能性があります。

信用リスク
組入れられる株式や債券等の有価証券やコマーシャル・ペーパー等短期金融商品は、発行体に債務不履行が発
生あるいは懸念される場合には価格が下がることがあり、また、投資資金を回収できなくなることがあります。なお、
株式等の値動きに連動する債券については、債券の発行者に起因するリスクのほか、対象とする企業の株価の変
動の影響を受けますので、対象とする企業が倒産や大幅な業績悪化に陥った場合には、当該債券の価値が大きく
下落し、基準価額が大きく下落する要因となります。
当ファンドは、ベンチマーク等を意識せず、弊社独自の調査活動を通じて厳選した少数の投資銘柄群に絞り込んで
集中投資することとしているため、個別銘柄への投資において、当ファンドの純資産総額に対して実質的に10％を
超えて集中投資することが想定されています。そのため、集中投資を行った投資銘柄において経営破綻や経営・財
務状況の悪化などが生じた場合には、大きな損失が発生することがあります。

※ 基準価額の変動要因（投資リスク）は、上記に限定されるものではありません。上記は当ファンドの投資に係る
様々なリスク等のうち、主なリスク等について説明したものであり、全てのリスク等を網羅したものではありません。

●システムリスク・市場リスクなどに関する事項
証券市場および外国為替市場は、世界的な経済事情の急変またはその国における
天災地変、政変、経済事情の変化、政策の変更もしくはコンピューター・ネットワーク
関係の不慮の出来事などの諸事情により閉鎖されることがあります。このような場
合、一時的に換金等ができないこともあります。また、これらにより、一時的にファンド
の運用方針に基づく運用ができなくなるリスクなどもあります。

●法令・税制・会計方針などの変更に関する事項
当ファンドに適用される法令・税制・会計方針などは、今後変更される場合がありま
す。
また、投資対象とする地域の中では、金融市場や証券市場にかかる法令・制度など
が先進国と比較して未整備であったり先進国とは異なったりすること、法令・制度・税
制・決済ルールに変更が加えられる可能性が先進国よりも高いと考えられること、市
場取引の仲介業者等の固有の事情から、投資行動に予期せぬ制約を受けたり、
様々な要因から投資成果への悪影響や損失を被ったりする可能性があります。

●当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクー
リング・オフ）の適用はありません。

●分配金の留意事項
収益分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益の水準を示すもの
ではありません。
収益分配は、計算期間に生じた収益を超えて行われる場合があります。
投資者の購入価額によっては、収益分配金の一部または全部が、実質的な元本の
一部払戻しに相当する場合があります。ファンド購入後の運用状況により、分配金額
より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。
収益分配の支払いは、信託財産から行われます。従って純資産総額の減少、基準価
額の下落要因となります。

リスクの管理体制
委託会社では、投資リスクを適切に管理するため、運用部門ではファンドの特性に
沿ったリスク範囲内で運用を行うよう留意しています。また、運用部門から独立した管
理担当部門によりモニタリング等のリスク管理を行っています。

※ 上記は当ファンドの投資に係る様々な留意事項のうち、主な点について説明した
ものであり、全ての留意事項等を網羅したものではありません。

お申込みの際は最新の投資信託説明書（交付目論見書）等を必ずご覧ください。

主な投資リスク その他の留意事項
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信託期間 無期限（平成29年5月26日設定）

決算日および収益分配

年1回決算（毎年5月25日：休業日の場合は翌営業日）

年1回の決算時に収益分配方針に基づいて収益分配を行い
ます。ただし、分配対象額が少額の場合等は、収益分配を
行わないこともあります。

※ 販売会社との契約によっては、収益分配金の再投資が

可能です。

購
入
時

購入価額
購入申込受付日の翌営業日の基準価額
（当初申込期間中は1口＝１円）

購入単位
販売会社が別に定める単位

※ 詳しくは販売会社までお問い合わせください。

換
金
時

換金価額
換金申込受付日の翌営業日の基準価額から信託財産留保
額を控除した額

換金代金
換金申込受付日から起算して、原則として7営業日目からお
支払いします。

購入・換金申込不可日
香港証券取引所または台湾証券取引所のいずれかが休業
日の場合

そ
の
他

【換金制限】

信託財産の資金管理を円滑に行うため、大口の換金申込には制限を設ける場合
があります。

【購入・換金申込受付の中止及び取消し】

委託会社は、金融商品取引所における取引の停止、外国為替取引の停止、決済
機能の停止その他やむを得ない事情があるときは、購入・換金申込受付を中止す
ることおよびすでに受付けた購入・換金申込受付を取消すことができます。

課税関係

課税上は株式投資信託として取扱われます。
公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度及び未成年者少額投資非課税制度
の適用対象です。
＊上記は平成29年2月末日現在のものですので、税法が改正された場合等には、内容

が変更される場合があります。
税金の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

お申込みメモ／当ファンドに係る費用等／課税関係他

出所： スパークス・アセット・マネジメント

当ファンドに係る費用

購入時手数料

購入申込受付日の翌営業日の基準価額（当初申込期間中は1口＝1円）に3.24％（税抜
3.0％）を上限として販売会社が定める手数料率を乗じて得た額とします。

※詳しくは販売会社までお問い合わせください。

運用管理費用（信託報酬）ファンドの保有期間中の期間に応じてかかります。

日々の信託財産の純資産総額に対して年率1.89％（税抜1.75％）を乗じて得た額とします。

〔委託会社0.972％（税抜0.90％）、販売会社0.864％（税抜0.80％）、

受託会社0.054％（税抜0.05％） 〕

その他の費用、手数料
（運用状況等により変動するため、事前に料率、上限額等を示すことが出来ません。）

（1）監査費用、目論見書や運用報告書等の作成費用等の諸費用
〔純資産総額に対し上限年率0.108％（税込）〕

（2）有価証券売買時の売買委託手数料等

信託財産留保額
換金申込受付日の翌営業日の基準価額に対して、0.3％の率を乗
じて得た額をご負担いただきます。

上記の費用、手数料等の合計額については、購入金額や保有期間等に応じて異なりま
すので、あらかじめ表示することができません。

委託会社、その他関係法人

委託会社 スパークス・アセット・マネジメント株式会社

受託会社 三井住友信託銀行株式会社

（再信託受託会社 日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 ）

販売会社 委託会社までお問合せください。

※ お申込の際には投資信託説明書（交付目論見書）をご確認ください。

お申込みメモ
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メモ
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メモ
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免責事項

■ 当資料は販売用資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、金融商品取引法に基づく開示書類
ではありません。当ファンドの取得のお申込を行う場合には、投資信託説明書（交付目論見書）および目論見書補完書面をお渡ししますので、
必ずお受け取りの上詳細をご確認いただき、ご自身でご判断ください。

■ 当ファンドは値動きのある有価証券に投資しますので、基準価額は変動します。従って、元本が保証されているものではなく、組入れた有価
証券の価格が下落する場合や、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込む場合もあります。また、これらの運用による損益は
全て受益者の皆様に帰属します。

■ 投資信託は預貯金・金融債または保険商品ではなく、預金保険や保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、証券会社で購
入した場合を除き、投資者保護基金の規定に基づく支払いの対象ではありません。

■ 投資信託の設定・運用は、投資信託委託会社が行います。
■ 当資料に記載の内容は将来の運用結果を保証もしくは示唆するものではありません。
■ 当資料に含まれている過去の実績の数値および市場動向等についてのコメントは当資料作成時点のものであり、市場動向や個別銘柄の将

来の動きを保証するものではありません。
■ MSCI AC Asia ex Japanは、MSCI Inc.が開発した株価指数で、日本を除くアジアの主要10ヵ国で構成されています。

また、MSCI AC Asia ex Japanに関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属します。
■ 当資料の正確性や完全性について当社が保証するものではありません。また記載内容は予告なく訂正が行われることがあります。
■ 当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をすることを禁じます。
■ 当ファンドに関する投資信託説明書（交付目論見書）のご請求、お問合せは販売会社まで。

【お問合せ先】 スパークス・アセット・マネジメント株式会社
【ホームページ】 http://www.sparx.co.jp/
【電話番号】 03-6711-9200（受付時間：営業日の9：00～17：00）

© 2017 SPARX Asset Management Co., Ltd.
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